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双松会会員の皆様へ                          
令和 3年 8月 吉日

会長 金津 任紀

創立145周年記念事業「記念総会」および「世界の人たれ北高生!基金」寄付のお願い

盛夏の候、双松会会員の皆様には、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。双松会の活動および北

高の教育活動には、平素から格別のご支援ご厚情を賜り、御礼申し上げます。

【記念総会について】
/戸

|:嘆 |′き||:´ヒ高校は倉|| 立 145周年を迎え、その会員数は実に46,000名 に達しようとしております。本来な

いところではありますが、新型コロナウイルス感染
らば、多

を縮小して実施することとしました。詳細は同封の
拡大防止

「双松会会報」に掲載しております。

日時 :令和 3年 11月 13日 (土)14:00～  式典および講演会

講演講師 :島根県立大学理事長兼学長 清原正義氏 (昭和 40年卒、高 16期 )

講演演題 :「 島根創生と大学改革」

会場 :サ ンラポーむらくも (会場参加は各期代表幹事のみ)

※記念総会の様子をオンライン配信します。来場できない方は無料配信でお楽しみください。

年記念総会のオ イ 参加 申 し込 み |
・ 1) セ て は 「双松会会報」 | 掲 載 して 0 ます

145 周 ン フ ン

【世界の人たれ北高生 1基金について】

日常の学びと社会・陛界のつなが りを認識させ、高度な学びを継続する意志を喚起することを目的に、海

外への研修旅行、海外 トップクラスの学生との トークセツション、グローバルに活躍しておられる双松会員

をお招 きして行う講演会などに活用してまいりました。会員である先輩方に倣い、多くの北高生が、在学中

あるいは卒業後に、世界を視野に人れて国内外における活動を通じて、地域社会や国際社会に貢献しようと

する意欲を持ち行動してくれることを期待し、今後も支援を続けてまいりたいと考えます。

以上の 2つについて、それぞれ趣旨にご賛同いただき、ご寄付をお願いする次第です。今後の双松会お

よび北高のますますの発展のためにぜひともご協力のほどお願い申し上げます。

※口座は 140周 年事業の際に開設したものを引き続き使用させていただいております。

(払込用紙の加入者名が「創立 140周 年双松会記念総会」となっているのはそのためです。)

※寄付は 1日 1,000円 、2日以上でお願いします。なお、勝手ながら、次年度発行の双松会会報に同封する

芳名録にご寄付いただいた方のお名前を掲載することで御礼に代えさせていただきます。

(掲載を希望されない方は通信欄の ID番号の横の余白に「不掲載」とご記入 ください。)

くの会員の皆様と創立 145周 年を盛大に視いた

のため、今回は記念総会につきましては、規模
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